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ア ー ル ・デ コの 服 飾
川中美津子/相愛女子短期大学
はじめに
1871年の普仏戦争の終結以後に姿を現し,
1900年のパ リ万国博覧会で好評 を得たアー
ル ・ヌーヴォーが,そ の万国博覧会の年号を
取って 〈1900年様式〉 と呼ばれた ように,20
世紀 になり度々開催 された万国博覧会 はその
本来の目的 と同時に,開 催年をそれぞれの時
代の様式に結び付けるという結果 を生みだ し
た。そして,25年後 に同 じくパ リで開催され
た 「現代装飾芸術 ・産業美術国際博覧会」は,
まだ完全に形式化 されてはいないが,明 かに
新しい何かを世の中に提示 していた。そして,
その様式を人々は 〈パ リ25年様式〉〈1925年
様式〉〈1925年型〉などと呼んだ。 ところが,
パ リの装飾美術館で1966年に 「25年展」 と名
付けた回顧展が催 され,そ の展覧会のカタロ
グのサ ブタイ トル に,「アール ・デコ」の名
称が初めて使用され,同 年11月2日にロンド
ンのタイムス紙が 「アール ・デコ」 と題する
ほぼ1ペ ー ジの記事 を,更 に翌年11月2日に
フランスの雑誌エルが 「アール ・デコの芸術
家たち」 と題した22ペー ジに及ぶ記事を掲載
して以降,こ の 「アール ・デコ」 ということ
ばは 〈パ リ25年様式〉等の呼称に代わって多
くの場面 で使 われ始 める。 そして,「アー
ル ・デコ」 という呼称はアール ・ヌーヴォー
の終焉から1930年頃のバウハウス様式確立 ま
での間の諸芸術 を示す名称にまでなったので
ある。
新 しいエネルギー
ちょうどこの時期は,前 半は第1次 世界大
戦 とその戦争の復興期にあた り,後半は1929
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年の世界恐慌か ら第2次 世界大戦へ と続 く不
安に直面している時期であった。この時期 に
贅沢な生活を渇望する若者世代 は一方で軽佻
浮薄と見 られながらも,その感性は新 しい芸
術をいち早 く見つけ出 してい く。例えば,デ
ィアギレフのロシア ・バ レエ団に代わ り,ジ
ャン ・ベルランが率いるスウェーデン ・バレ
エ団が月光の淡い光をそなえた金髪 とブルー
の瞳によって,そ して褐色の肉体のリズ ミカ
ルな動きにはない心地 よいゆるやかさによっ
て人々を魅了する。そして1920年に創立され
てか ら24年に解散するまでの間にヨーロッパ
各地やアメ リカで2,000回以上の公演が行わ
れる程の人気であった。また,翌 年の25年に
〈黒人 レビュー〉の主役ダンサー としてパ リ
にや ってきたジョセフィーヌ ・べ一カーは黒
人舞踊だけでな くジャズ音楽の流行を生み,
アメ リカ文化の象徴で ある 〈チャールス ト
ン〉 をヨーロッパ全体に広めた。 これまでの
ロシア ・バ レエやスウェーデン ・バ レエなど
の舞台芸術が,知 的エリー トに対 しての もの
であったのに対して,ジ ョセフィーヌ ・べ一
カーの出現は,そ の幅を大衆にまで広げるも
のであった。
ガルソンヌ
ジョセフィーヌ ・べ一カーの影響が強いシ
ョー トカッ トが女性の間で爆発的に流行する。
イタリアの雑誌 に 〈優雅〉 と題 したシリーズ
で麻雀や初めて女性の衣裳戸棚 に出現 した豹
の毛皮,そ して女性のパジャマ姿など最新の
流行 をモチーフにした広告が掲載 されていた。
1925年のその広告にショー トカットの女性が
「ガルソンヌ風頭髪」 というタイ トルでいち
はや く描かれている。このショー トカッ トに
象徴される 「ガルソンヌ」 と呼ばれる戦後ヨ
ーロッパの新しい女性像 は,ヴ ィク トール ・
マルグ リッ トが1922年に書いた 『ガル ソン
ヌ』 と題する小説の主人公モニクの生活環境
や仕事の描写によって表されている。
アール ・ヌーヴォー期の女性のシルエ ット
はコルセットで胸を前に突 き出し,腰 を後ろ
に少 し張らせたS字 型に形づ けられていた。
しか し,1908年にポール ・ポワレによって女
性がコルセ ットから解放されることによって
S・ラインも終 りを告げる。第1次 世界大戦
中,女 性が職業 を持たざるおえな くなった時
より,女性はジャケ ットと踝の上まで しかな
いスカー トのテーラー ド・スーツの着用 を余
儀な くされた。戦後,職 業を持って自立 し始
めた女性 も,男性の作 り出した労働の規律の
中では,必然的に一種の若者,つ まり 〈ガル
ソン〉にならざるおえない。それが男の子の
ような娘 くガルソンヌ〉 ということになる。
第1次 世界大戦末までの大変な下着は簡略化
され,〈ガル ソンヌ〉たちはシュミーズに替
えて男物風の半袖のシャツを着,夜 にはパジ
ャマで眠る。カールした髪ではな く,職場の
同僚 と同じように髪 を短 く切 りポマー ドをつ
ける。1922～23年にツタンカーメンの墓の発
掘で耳 目を引いたおかっぱ風 の髪型 もこの
〈ガルソンヌ〉の髪型 と大 きな違いはなかっ
た。1925年のエキスポ25の街頭芸術の部門に
招待出品されていたイスマンのマネキンはち
ょうど,こ の髪型をしていた。そしてこのよ
うなガルソンヌ風マネキンがココ ・シャネル
やマ ドレーヌ ・ヴィオネの衣裳で装われ,第
1次世界大戦 中中断していて,1920年に再刊
された 「ガゼ ット・デュ ・ボン ・トン誌」や
アメ リカで創刊 された 「ヴォーグ誌」はこの
スタイルの女性を載せて,新 しい女性の姿 を
定着 させてい く。
ドレスは裁断上 は単純になっていったが,
真珠や金属,ビ ーズ,ボ タン,リ ボン,刺繍
という豊富なアクセサ リーによって飾 られた。
そしてそのアクセサ リーやシ ョール類には,
ロシア人亡命者 と共に入ってきた東方文化の
影響や,タ ンゴと共にパ リに入ってきたスペ
イン風の刺繍の影響が認められる。
おわ りに
アール ・デコの服飾が,明 かにアール ・ヌ
ーヴォー期のS.ラインか ら解放 され,直 線
的で簡潔なシルエ ットへと発展 したのは,諸
芸術 においての展開と同じ傾向にあると言え
る。1910年頃のポール ・ポワレの直線的なシ
ルエ ットをもアール ・デコに含める向きもあ
るが,彼 の直線的なシルエッ トと20年代の直
線的なシルエ ットは外見的に見てもウエス ト
の位置など大き く違っている。アール ・デコ
の諸芸術が機械の要求に,そ して新素材の要
求に対応しようとしたの と同様,ア ール ・デ
コの服飾はシャネルのジャージを初めとする
新素材 によって,そ してヴィオネのバイヤ
ス ・カットなどの新 しい技法 によって,新 し
い女性像を創 りだそうとした服飾 といえるの
ではないだろうか。
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